
平成 28 年度第 7回 犬山祭保存会理事・役員会議事録

日時 平成 29年 2月 4日（土）19:00～21:00
場所 犬山市福祉会館 303会議室
出席者

（敬称略）

【役員】会長（石田）、会長代行（大澤）、副会長（多和田）、財務特別委員会委員長（澤

野）、財務特別委員会副委員長（今井）、祭礼準備委員長（水田）、伝統文化委員長（小林）、

伝統文化副委員長（市橋）、てこ委員長（長谷川）、てこ副委員長（浅野・吉田）、企画広

報委員長代理（松田）、事務局長（溝口）、会計補佐（松岡・高木）

【理事】枝町（武藤）、下本町（柴田）、中本町（尾関）、熊野町（浅野）、新町（佐守）、

本町（河橋）、練屋町（前田・吉田）、鍛冶屋町（前刀）、名栗町（田中・加藤）、寺内町（岩

井）、余坂町（小島）、外町（多和田）、内田（板津）、鵜飼町（松田）

【犬山市】観光交流課（新原）、歴史まちづくり課（市野）

議事 Ⅰ．報告事項

①会長・事務局長による京都市長訪問 ②1月 29日○日「山・鉾・屋台行事ユネスコ無形
文化遺産登録記念行事」 ③理事の交替について

Ⅱ．議題

①平成 29年祭礼について ②法人化について ③その他

配布資料 １．「平成 28年度第 7回理事・役員会」資料（p.11～12差替資料を含む）
２．「犬山祭交通規制図」チラシ（案）

３．「あいち山車まつりフェスタ in大高」チラシ
４．封筒（犬山祭責任者名簿・参加者名簿・備品注文票）

議事内容

Ⅰ．報告事項 ①会長・事務局長による京都市長訪問（資料 p.1）
報告／検討内容 ・ 1月 30日○月、「全国山・鉾・屋台保存連合会」の活動内容を見直し、文化庁が

移転を予定している京都がイニシアティブを取って33の祭りのために更に戦力
的な活動を行っていく必要があることを、祇園祭山鉾連合会と犬山祭保存会か

ら京都市長へ提案した。

決定事項 －

Ⅰ．報告事項 ②1月 29日○日「山・鉾・屋台行事ユネスコ無形文化遺産登録記念行事」
報告／検討内容 ・ ウインクあいちで開催された「山・鉾・屋台行事ユネスコ無形文化遺産登録記

念行事」への参加報告。県と県下 5市 1町の祭り関係者による各祭りの紹介な
どが行われた。

・ 犬山からは、手子と子ども（4組）による金襦袢の披露、事務局長による犬山祭
の解説のほか、パネルディスカッションでは、会長がコーディネーターを務め、

伝統文化副委員長の長井さんがパネリストとして参加した。

決定事項 －

Ⅰ．報告事項 ③理事の交替について

報告／検討内容 ・ 中本町理事は斎藤さんから尾関さんへ、練屋町理事は吉田さんから前田さんへ

交替。練屋町の吉田さんは企画広報委員として保存会へ残ってもらうことで了



解を得た。

決定事項 －

Ⅱ．議題 ①平成 29年祭礼について
報告／検討内容 ○1/26○木の犬山祭企画委員会で承認された内容の確認（資料 p.2～9）及び関連事項

・ 主催本部は旧体育館前、警備本部は体育協会があった辺りに設置予定。

・ 警備会社の警備員は昨年度比＋10人を配置予定。
→自町の車山の警備はできる限り町内で行うこと。

・ 歩行者：基本的に南向き一方通行の流れができるように誘導。

・ 城前広場の露店は旧体育館南側の歩道へ移設予定。

・ 看護師の配置：試楽祭の駅西ロータリーの配置時間は午後 5時からにしてほし
い。 →要検討

・ 駐車場：学校を駐車場として利用する提案があったが、調整不可能であった。

・ 金襦袢着用の子どもはこれまで体育館のトイレを利用していた。スペースの広

いトイレが必要であり、文化史料館の多目的トイレを優先的に利用させてもら

えるよう検討してほしい。

・ ラジコンヘリ、ドローン等：基本的に「やめてください」と告知する方針。

・ トイレ問題は毎年の課題である。商店はトイレを極力観光客に開放してほしい。

○運行経路等の確認（資料 p.10～20） ※p.11～12は別添資料と要差替
・ 今年の犬山祭の運行は、試楽祭は平成 27年、本楽祭は平成 28年度と同経路で
ある。

・ p.19の「南組への引込み順序」は順番に誤りがある。次回理事会で修正版を配
布予定。

・ 昨年実施した獅子舞の運行を今年も継続。獅子舞の行列は枝町の車山の前を行

く。

○「てこさん現状調査」集計について（資料 p.21～22）
・ 調査結果から、全般的にかなり多数の手子が「差てこ」である現状が明らかに

なった。

・ 試楽祭の際に前年亡くなった男性へ感謝状を贈るなど、各町にさまざまな慣わ

しがあることが判った。

・ 手子に対する諸規制が厳しすぎるという意見も少なからずあった。

決定事項 －

Ⅱ．議題 ②法人化について（資料 p.24～28）
報告／検討内容 ・ 現在、司法書士と相談のうえ、一般社団法人への法人化の手続きを進めている。

本格的な動きは祭礼後となるが、7月の総会までには結論を出すというスケジュ
ールである。

・ 理事は各町内で保存会の法人化の動きを説明し、理解を得ておくこと。

決定事項 －

Ⅱ．議題 ③その他

報告／検討内容 ○保存修理計画について（資料 p.23）
・ 現在の保存修理事業に対する補助率は、補助対象経費のうち国が 1/2、県が 1/10



×0.9、市が 1/3であるが、市の補助には 1事業あたりの上限額（1千万円）が
設けられている。高額な事業費が見込まれる場合、町内負担が大きくなるので

十分確認を。

・ 第 3次 5カ年計画の 4～5年目に事業実施予定の中本町は、市の補助額が 1千万
円で頭打ちとなる事例だが、町内は認識しているか？

→承知している（中本町）。

・ 関連事項：これまで修理実施町内にお城まつり実行委員会から支出していた修

復披露補助金（40万円／年）は今年度限りで廃止。市補助金の補助率が上がっ
たことにより地元負担が減ったこと、お城まつり実行委員会がなくなったこと

などによる。

○協賛金について

・ 今年の協賛金の集まりも厳しい状況である。保存会が法人化を目指し、資金源

の確保が課題である中、協賛金や物販については手法も含めて検討していく必

要がある。

・ 各理事は、現在の協賛者リストにない新たな協賛者の開拓を。特に地元企業を

中心に、ユネスコ無形文化遺産登録を一つの切り口として積極的にあたってほ

しい。情報は事務局へ提供を。

○2月 19日○日「知多・衣浦地区山車祭り交流会議」について
・ 理事、役員だけでなく、会所場参加者も積極的に参加を。

・ 市福祉バスは、当日午前 8:00に駅西ロータリー出発。
○犬山祭責任者名簿・参加者名簿・備品注文票について

・ 配布した封筒に入っている「責任者名簿」「参加者名簿」「備品注文票」と、前

回配布した「会所場の日程」等を早急に事務局へ提出のこと。責任者名簿には

不確定の人員も含めること（保険の対象となるため）。

・ 通行許可証は次回配布予定。

決定事項 －

懸案事項／その他補足

・ より多くの支援者を犬山祭の運営に取り込むために企画広報委員会の充実を図りたい。

・ 手子などの若者たちの一昔前とは異なるファッション感覚（茶髪やピアスなど）については、祭礼

にあたって何を守り、何を変えていくべきなのか議論してもよいのではないか。一方で、若者には

伝統的な半纏などへの憧れもある。また、現在の暗黙のルールは、決して禁止事項ではなく、長年

の経験に基づく注意事項であることも再認識したい。

次回日時 平成 29年 2月 18日（土）19:00～21:00
次回場所 犬山市福祉会館

★犬山祭保存会理事・役員会の会場の様子は Facebookでご覧いただくことができます★

記録日 H29/2/6
記録者 市野


